
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み1：まち協の規約に防災事業を追加（平成 29年度 全大会にて） 

まちづくり協議会では、これまでの高齢者見守り活動及び防犯パトロール活動に加え、

防災事業を協議会の活動の柱として新たに加えることとなり、規約も改正されました。ま

た、農試公園の指定管理者（札幌市公園緑化協会）もまち協の構成団体に加わり、今後の

防災訓練等でもより連携が可能になります。 

規約の改正により、今後も継続して防災に取り組んでいくこととなりました。 

 

取り組み２：防災マップの作成 

 作業部会で検討を重ね、ＤＩＧ（取り組み３）で得られた情報も取り入れて、八軒オリ

ジナルの地震防災マップを作成しました。3 月中旬に、八軒地区の全世帯に配布されます。 

大きな地震が発生した時に揺れが激しいエリアを明示し、地震が起きたら『いつ』（避難

のタイミング）『どこへ』（最寄りの指定緊急避難場所）逃げるかがわかりやすいように工

夫しました。このマップで避難経路を確認しておきましょう。 

 

取り組み３：ＤＩＧ（災害図上訓練の実施） 

 10月６日、八軒会館においてＤＩＧを実施し、32名が  

参加しました。ＤＩＧとは、参加者が地図を囲みながらゲー 

ム感覚で災害時の対応を考える災害図上訓練のことで新たな 

防災訓練として注目されています。 

 作業を通じ、「意外と知らないことがあった」「水をもらえ 

る場所も近くにあり、八軒は安全な街だということがわかっ 

た」などとの気付きがあり、ＤＩＧで得られた情報は、八軒 

地震防災マップにも役立てました。 

取り組み１～３（Ｈ29.10発行の第14 号で紹介済み！） 

平成30年３月 第 15号 

☆八軒まちづくり協議会～防災特集 №２ 
八軒まちづくり協議会 ～ 八軒サポート隊 ～は、八軒連合町内会を中心に、各町内

会・自治会をはじめ関係団体・機関、事業者等が連携し、誰もが安全に安心して暮らせ

るまちづくり、地域で支え合うまちづくりを地域が一体となって進めることを目的とし

て平成24年に設立しました。 

 これまでの主な活動は『見守り活動』と『自主防犯パトロール（青色回転灯防犯パト

ロール）』ですが、第 14 号でご紹介したように、今年度から積極的に防災事業を実施

しています。 

 平成 29 年度は「西区 災害に強いまちづくり事業」を活用し、さまざまなメニュー

に取り組みました。 



 

 

 

 
 

 

 

３月 11 日（日）レンガの館ホールで、「八軒防災ミーティング 2018～災害に負けな

い地域を目指して」を開催しました。 

会場のホールには、ＦＭラジオ三角山放送局のスタジオが入居しており、この日は、同

協議会の構成員、熊本市コミュニティＦＭの担当者などが代わる代わる出演。3 時間の生

放送で防災活動の難しさや実際の被災体験などが語られました。 

他にも、会場では、災害時の避難所を想像し、そこで起こるさまざまな問題の解決方法

を議論する避難所運営ゲームＨＵＧ（ハグ）の体験会も実施し、参加者同士で対応策を話

し合いました。防災の意識を日々積み重ねることで、『災害に強い八軒』を目指します。 

取り組み５：ＦＭ三角山放送局より防災特番を放送 

 ２月 17日（土）『命の大切さを語りつなぐ』をテーマとした講演会を開催しました。講

師は1993年の北海道南西沖地震による津波で被災した経験がある三浦浩さん。地域の皆

さん約90名が参加し、実体験に基づいた講師の話に熱心に耳を傾けました。 

 八軒会館で実施した講演会は参加しやすいと大変好評であり、今後も八軒の防災力を高

めるためにこのような機会を設けたいと考えています。 

 

 

♦三浦さんからのメッセージ 
 ・日本全国どこにいても被害にあう。「ここは大丈夫」「内陸だから津波は関係 

  ない」という考えは×。意識を持っていれば、とっさの行動が全く違う。 

 ・避難に最も妨げになるのは『自分の心』。避難しなくてもいいという心の状態が 

  もっとも危険。心の準備を！！ 

 ・避難するところを知っているか、避難所は安全か、どういう備蓄があるか把握 

  しておく。 

 ・準備に完璧はないが、心の余裕を持てば周りが見える。 

 ・『無事でいること』何よりも大切。死ぬこと以外かすり傷。 

 ・まず、自分よし！自分が守られていることが大前提。 

 ・避難５原則 ■寄るな  ■戻るな  ■待つな 

        ■持つな（余裕はもつ）■探すな 

 

 

 

 

取り組み４：防災講演会の開催 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時避難場所を常日頃から意識してもらうために、ゴミ 

ステーションなどに貼って活用できるステッカーを作成しました。 

 各町内会に必要な枚数を事前にアンケートしています。 

若干予備がありますので、必要な場合は八軒まちづくりセンター 

までお尋ねください。 

 

 ●八軒小、八軒西小、八軒中、八軒東中の４種類あります。 

 ●電柱などに貼ることはできません。町内会で管理している 

  ゴミステーションや掲示板などで活用してください。 

取り組み６：避難場所ステッカーの作成 

発行  八軒まちづくり協議会事務局 
 札幌市西区八軒1条西1丁目7-1 八軒会館内（福まち）TEL643-2351 

☆防災に関するアンケートの結果から・・・ 
 防災講演会に参加された皆さんに、アンケートにご協力いただきました（80名）。 

  その集計結果から、いくつかご紹介します。八軒まちづくり協議会では、来年度以降

も防災に取り組んでいきますが、この結果を参考にさまざまな企画を考えていきます。 
 

Ｑ１ 防災に関心がありますか。      Ｑ２家族で防災について話し合うことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ 町内会活動に期待することはなんですか。 （複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 今後どんな防災関連イベントを期待しますか。（複数回答可）              
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36人
32人
26人
18人
14人

避難場所体験、避難ウォーキングなど体験型のイベント
町内会やマンション自治会などが主催の身近な防災訓練
連合町内会規模の大規模な災害訓練
被災した方の体験談や防災に関係する講師による講演など

大きな災害をシミュレーションするような図上訓練

53人
38人
２６人
１９人
１人

防災や防犯、交通安全などの地域の安全・安心
高齢者の見守りや認知症への理解など、高齢化に関する取組み
多くの世代が交流できる夏祭りなどのイベント
一斉清掃やリサイクルなど環境に関すること

その他


